
有限会社　スペーステクノロジー

1.教育訓練の目的
　　派遣社員ひとりひとりの就業経験や、本人の希望に応じたキャリア・コンサルティングに
　基づく本人のニーズ等に応じた段階的かつ体系的な教育訓練を実施することで、派遣就
　労を続けながら「専門性の向上」「職務の幅の拡大」など、キャリア形成の支援をするとと
　もに、「正社員化」「直接雇用化」を図るなど処遇の向上にもつなげていく。

2.対象者
　　当社雇用の全ての派遣社員。

3.実施内容
　　別紙「派遣社員の教育訓練体系」参照。

4.実施時間・頻度・時間
　　　入職時の訓練も含めて、少なくとも雇用開始後3年間は毎年1回以上の教育訓練の機会
　を提供し、その後のキャリアの節目等の一定の期間ごとのキャリアパスに応じた研修等を実
　施する。
　　実施時間については、フルタイムで1年以上の雇用が見込まれる派遣社員一人当たり、少
　なくても最初の3年間は、毎年概ね8時間以上の教育訓練を実施する。

5.実施方法
　　教育訓練は以下の方法で実施する。
　　・派遣元社内での講座等の開催
　　・外部専門コンサルタント・スクールとの提携
　　・派遣元、派遣先におけるOJT
　　・その他

6.勤務上の取り扱い
　　　当社指定の段階的かつ体系的な教育訓練については有給かつ無償で行う。

　　　　以上

派遣社員の教育訓練実施計画



1 2 3

新人層 中堅層 ベテラン層

(1年～) (2～3年) (4年以上)

テクニカルプログラミング基礎 プログラミング応用 プログラミング応用

スキル ※研修資料①②を実施 ※研修資料①～⑤より年度で一つ実施 ※研修資料①～⑤より年度で一つ実施

ビジネス コミュニケーション・ビジネススキル研修 コミュニケーション・ビジネススキル研修 リーダーシップ研修

スキル マネジメント・マーケティング研修 マネジメント・マーケティング研修 ※研修資料①②を実施

※研修資料①②③より年度で一つ実施 ※研修資料①②③より年度で一つ実施

キャリア ・専門的資格取得のための教育、推進、支援

派遣社員の教育訓練体系



研修資料

訓練を行う時期 具体的訓練内容 訓練による成果、キャリアアップに繋がると思われる具体的理由

働く上での基礎研修 入職時
労働者派遣法の基礎知識
労働基準法に関する基礎知識
社会保険諸法令に関する基礎知識

社会人として働く上での基礎的法律知識を習得する。労働者とし
てどのような義務があるかを知ると同時にその権利についても理
解を深められる。

コミュニケーション、ビジネススキル研修①
上手な伝え方
報告・連絡・相談

社会人としての良好な職場環境築くためには、コミュニケーション
スキルが欠かせません。まずは、良好な人間関係を築くためのス
キルから、仕事に活かせる正しい情報の伝え方について身に付け
ます。

コミュニケーション・ビジネススキル研修② 接客技術と顧客対応、顧客志向

どんな商売であっても、買い手と売り手があって初めてビジネスは
成立します。仮に直接顧客に接しなかったとしても、顧客志向を欠
くことはできません。顧客対応の基本的スキルを身に付けるととも
に、ビジネスマナーについて学びます。

コミュニケーション・ビジネススキル研修③
仕事の教え方
指示の出し方

仕事の教え方、指示の出し方は、教える側はもちろん、教わる側も
どう教わればいいかを学びます。

マネジメント・マーケティング研修①

マーケティングﾞの基礎を学ぶ
・商品の見せ方、買わせ方
・顧客管理

販売は、どんな業種にかかわらず必ず必要なスキルであり、その
基礎を学ぶことは、営業部門であればもちろん、小売りの販売員、
接客サービス業においても顧客との関係性において必須の知識と
なる。

マネジメント・マーケティング研修②
戦略的思考を身に付ける
・３C　三つの視点から分析する
・強み、弱みを知る

戦略的思考を身に付けることは、ビジネスにおいて仕事をどう組
み立てどう進めるかの重要な思考となります。企画部にかかわら
ず、様々な分野で応用できる基礎的考え方を身に付けます。

マネジメント・マーケティング研修③

ビジネスモデルを学ぶ
・ベストプラクティスを知る
・時流を知る

イノベーションを起こすには、既存の知識だけでなく、「新しい既存
の知」を学ぶことが必要です。様々な企業やそのビジネスモデル
を学び、自分の仕事にそれを当てはめて、新しい手法や考え方を
身に付けます。

毎年１回

毎年１回



研修資料

訓練を行う時期 具体的訓練内容 訓練による成果、キャリアアップに繋がると思われる具体的理由

リーダシップ研修① プロジェクト管理 WBS手法による、工程計画・進捗管理を習得します。

リーダシップ研修② 工数見積
ソフトウェア開発における、仕様前提・工数把握・見積作業を様々
な例をもとに習得します。

プログラミング基礎①
VisualStudioによるC言語プログラミン
グ

C言語を通じて、プログラミングの基礎・統合環境・デバッグ方法な
どソフトウェア開発の基礎を習得します。

プログラミング基礎②
EXCELによるグラフ作成・VBAプログ
ラミング

ソフトウェア検証の際のツールとして利用するEXCELの操作およ
びVBAプログラミングを習得します。

毎年１回

毎年１回



研修資料

訓練を行う時期 具体的訓練内容 訓練による成果、キャリアアップに繋がると思われる具体的理由

プログラミング応用① GUI設計 様々なユーザインターフェース例から設計手法を習得します。

プログラミング応用② 通信
RS232/TCPIP・UDP/1553B等、通信技法・プロトコルの習得を行
います。

プログラミング応用③ 3Dグラフィック（DirectX）
DirectXのプログラミング手法についてC++とメタセコイアを利用し
て習得します。

プログラミング応用④ RTOS
Windows・Linux・VxWorksなどOSの違い、マルチタスク、移植方法
等について習得します。

プログラミング応用⑤ 制御手法
制御処理について、エンコーダー値を取得してのパルスモータ制
御を行う例を参考に習得します。

毎年１回


